
（条例説明会資料）  （公財）鳥取県環境管理事業センター      （平成２９年１月） 

 淀江産業廃棄物管理型最終処分場事業計画【要約版】 

１．事業目的 

 県内廃棄物の適正処理を推進し、
県内企業の健全な発展、企業誘致の
推進及び生活環境の保全に寄与する
ことを目的とします。 
  
 現在、鳥取県内には産業廃棄物管理
型最終処分場が1箇所もなく、他県の施
設に依存しています。 
 近県の処分場の残存容量の減少、県
外廃棄物の搬入規制等により処分先の
確保が困難になるおそれがあり、県内
で処分場を確保する必要があります。 
 そこで、本事業では、より一層の安
全・安心な施設の確保はもちろん、地
域に受け入れられる処分場を設置させ
て頂きたいと考えています。 

法令上、埋立可能なもの 本計画 

Ⓐ燃え殻、ばいじん、鉱さい、汚泥 ○ 

Ⓑ廃プラスチック類、ゴムくず、金属           
くず、ガラスくず・コンクリートく
ず及び陶磁器くず、がれき類 

○ 

Ⓒ紙くず、木くず、繊維くず ○ 

Ⓓ産業廃棄物を処分するために処理し
たもの 

【その都度地元了解を得たもののみ】 
○ 

Ⓔ廃油（一部のもの）、 
 動植物性残さ、動物系固形不要物、 
 動物のふん尿、動物の死体 

埋め立
てしま
せん 

・燃え殻を主体とした13種類とします。 

３．埋め立てる廃棄物 

燃え殻 

ばいじん 

鉱さい 

４．廃棄物の搬入検査 

廃棄物は検査し、国基準に適合し
たものしか受け入れません。 

◆搬入検査の流れ◆ 

① 事前審査（新規契約前） 

 ・排出事業所を訪問し、廃棄物  
  の実物や書類等を確認。 
 ・廃棄物に応じて分析検査実施 
   ⇒ 廃棄物ⒶⒹは原則実施 

 ・基準適合で契約締結                                                                               

② 受付検査（廃棄物搬入時） 

 ・書類審査（マニフェスト等） 
 ・目視検査で積荷内容（異物・ 
  悪臭・飛散性等）を確認。 
 ・必要な現場検査を実施。 
  ◎放射線測定 
  ◎迅速検査（蛍光Ｘ線分析） 
   ⇒ 廃棄物Ⓐは当面全車両実施 

③ 展開検査（埋立地） 

 ・展開検査場所に積荷を降ろし 
  広げて検査（異物･悪臭等）。 
 ・適宜、抜取り検査を実施。 

④ 埋め立て 
 
 ＊不適合の場合は持ち帰らせる 

９．地域との協定 

住民の皆さんにも参画いただくために、地域との協定を締結し、監視委員会(仮称)を設置する予定です。 

委員会では施設が安全に運営されているか確認いただくため、定期的に水質検査の結果や埋立状況を
報告し、随時、立入調査をしていただくなどガラス張りの施設運営を行います。 

（１）施設維持管理 

・ 処分場構造物や水処理施設などの各施設
について、定期的に必要な点検・維持管
理を行います。 

 
（２）水質の定期検査（モニタリング） 

・ 放流水 ⇒ 浄化した水は、定期的に水質
検査を実施します。 

・ 地下水 ⇒ 浸出水が地下に漏れていない
ことを確認するために、地下
水観測井戸で定期的な水質検
査を実施します。 

       （上下流の計４ヶ所の井戸） 
 
【＊ 別途、県も定期的に法令に基づく立入検査
（水質、施設の維持管理状況等）を実施します】 

６．生活環境影響調査書（結果） 

◆埋立による粉じんの影響 

 ・粉じんが発生する風（5.5m/秒以上）の頻度は少

ない（直近民家方向が計5.8%）。 

 ・散水や覆土等で粉じん発生を防止する。 

 ⇒ 周辺地域への影響はほとんどありません 

◆廃棄物運搬車両による排ガスの影響 
 ・周辺で環境基準を満たす。 

 ・交通量は現況とほとんど変わらない（現況が約

1,300台に対し、運搬車両が往復約22台増加）。 

 ⇒ 現況の大気環境の変化はほとんどありません 
  

（１）大 気 質 

◆埋立作業・施設の稼働による影響 

 ・周辺民家で環境基準等を満たす（騒音の増加は2

ﾃﾞｼﾍﾞﾙ以内。振動は人が感じる値以下）。 

 ・現況と同程度で大きな変化はない。 

 ⇒ 周辺民家への影響はほとんどありません 

◆廃棄物運搬車両による影響 
 ・環境基準等を満たす。 

 ・交通量は現況とほとんど変わらない（同上）。 

 ⇒ 周辺地域への影響はほとんどありません 

（２）騒 音・振 動 

◆廃棄物の搬入による影響 

 ・悪臭が発生している廃棄物は受け入れない。 

 ・覆土等で悪臭発生を抑制する。 

 ⇒ 周辺地域への影響はほとんどありません 

（３）悪  臭 

◆放流水・降雨による影響 

 ・水の状態・汚れの指標（pH、BOD、SS等）は

現況と同程度で、環境基準等を満たす（放流水で

はBOD、SSの増加は1mg/L未満）。 

 ・ダイオキシン類など他の項目も環境基準を満たす。 

⇒ 周辺地域へ与える影響はほとんどありません 

（４）水 質 

◆処分場の存在による影響 

 ・地下水の今までの最高水位は、ほぼ処分場の掘削

底面より深い位置にある。 

 ・仮に水位が大きく上昇しても、設置する地下水集

排水管等により水位上昇を抑えられる。 

 ⇒ 周辺での地下水の流れ、水位変化による利 

水への影響はほとんどありません 

（５）地 下 水 

７．施設維持管理とモニタリング 

項 目 計画内容 

①事業主体 公益財団法人 鳥取県環境管理事業センター 

②施設種類 産業廃棄物管理型最終処分場 

③所在地 
米子市淀江町小波地内 
（環境プラント工業(株)が設置している一般廃

棄物最終処分場の南側隣接地） 

④埋立方法 埋立区域を２期に分けた期別段階的埋立方法 

⑤施設面積 
埋立面積：約21,500㎡ 
（事業地面積：約38,000㎡） 

⑥埋立容量 
全体：約25.7万㎥ 
（第Ⅰ期：約7.5万㎥、第Ⅱ期：約18.2万㎥） 

⑦計画期間 
約47年間 
（第Ⅰ期埋立：約10年間、第Ⅱ期埋立：約27

年間、維持管理：約10年間） 

２．計画概要 

＊県内廃棄物（県外物を県内で中間処理したもの 
  を含む）のみを埋め立てます。 
＊放射性廃棄物、飛散性石綿は埋め立てません。 

◆搬入は事前予約制とし、廃棄物運搬車両は原則と

して決められたルートを通行させます。 

８．廃棄物の搬入 

    進入路 

米子東ＩＣ 

国道431号 

山
陰
道 

至  鳥取 

至  松江 

【お問い合わせ先】 公益財団法人 鳥取県環境管理事業センター      電話 ：０８５９－２１－０４３８ 
  〒６８３－００５３ 鳥取県米子市明治町１０５アイシーエスビル２階      ＦＡＸ：０８５９－２１－０４３９ 

事業計画地 

資料1 

事業計画地 



５．施設整備の概要 

電気的漏えい検知システム 

遮音壁 

遮音壁 

運搬経路 

第Ⅰ期埋立区域 土えん堤 

【覆土仮置場】 

埋立最終高さ 

土えん堤 

地下水 
観測井戸 

浸出水集排水管 

第Ⅱ期埋立区域 

第Ⅰ期埋立区域 

←◆遮水構造 → 
遮水シート等によ
り浸出水の地下漏
水を防止 

◆多重の安全対策（マルチバリア）による地下水汚染の防止 

 ① 国が定める標準的な構造（２重遮水シート）にベントナイト混合土層を加え3重遮水構造とします。 

 ② 電気的漏えい検知システム及び ③ 地下水定期検査による監視を行います。 

（２）地下水汚染防止対策 

保護土 

廃棄物 

基礎地盤 

【電気的漏えい 
検知システム】 
（電極設置例） 

【３重遮水構造】 

遮水シート 

ベントナイト
混合土 

遮水シート 

◆水処理施設 
浸出水を高度処理し放
流先河川の汚染を防止 

◆管理事務所 
施設管理と受付検査を実施
（積荷内容のチェック） 

第Ⅰ期埋立直前のイメージ図 

第Ⅱ期埋立直前のイメージ図 

地下水 
観測井戸 

通気管 

 ①   埋め立てた廃棄物は、雨水や埋立地底部（浸出水集排水施設）等から入る空気などによって、処
分場内で分解・洗い出し等を繰り返し、次第に安定化します。 

 ②   発生する浸出水（汚水）は、処分場底部の遮水シート等の上に設置された集排水管によって集め
られ、水処理施設で浄化します。 

 ③ 埋立終了後も県の確認（水処理施設を撤去しても生活環境の保全が確保できるとの確認）を受け
るまでは、水処理は継続します。⇒ 想定期間は10年間ですが、確認を受けるまではその期間は延長します。 

（１）管理型最終処分場のしくみ 

集水ピット 

検知！ 

淀江方面 

尾高方面 

フェンス 

◆ゲリラ豪雨等も配慮に入れた高度な水処理システム 

 ① ゲリラ豪雨のような短時間に集中した降水でも速やかに集水し、適切に処理できる施設を設けます。  

 ② 集水施設等で集めた浸出水を高度な水処理施設（逆浸透膜）で浄化します。③ 水質検査も行います。 

  

（３）水処理システム 
  

防災 
調整池 

農業用水 
排水路 
↓ 
塩川 

浸出水 

遮水構造 

保護土 

覆土 

浸出水調整槽 
（一時貯留） 

水処理施設 

生物処理 

凝集沈殿 

砂ろ過 

活性炭吸着 

逆浸透膜 

＋ 

埋立地 
（断面イメージ） 

雨水 

集排水管
（浸出水） 

集排水管
（地下水） 

（集水ピット） 

（廃棄物） 

＊ 万一検知した場合、原因追求して速やかに補修します 

処理能力 
７０ｍ３/日（全体） 

規模 
７,１００ｍ３以上 


